
そ
の
四

広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

(一)

附
属
幼
稚
園
の
歩
み

草
創
期

広
島
文
教
女
子
大
学
趨
期
大
学
部
に
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
幼
児
教
育
学
科
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
教
育
実

習
園
の
設
置
が
必
要
と
な
り
、
可
部
町
上
原
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
設
す
る
乙
と
と
な
っ
た
。
同
年
十
二
月
十
日
、
広
島

文
教
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園
設
置
認
可
申
請
書
を
広
島
県
知
事
に
提
出
し
、
翌
年
二
月
一
日
設
置
認
可
を
受
け
た
。
園
舎
建
築
工
事
は
、

武田学園の現況と展望

四
十
五
年
十
月
末
に
菱
電
商
事
株
式
会
社
広
島
支
庖
に
発
注
し
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
完
成
し
た
。

か
く
て
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
、
広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園
が
開
園
し
、
四
月
十
五
日
第
一
回
入
国
式
を
遊
戯
室
に
お
い

て
挙
行
し
た
。
初
代
園
長
は
学
園
理
事
長
武
田
ミ
キ
が
兼
務
し
、
専
任
教
員
は
主
任
土
屋
孝
子
、
教
諭
島
田
信
枝
の
二
名
、
園
児
は
三
歳

四
歳
児
十
八
名
、
五
歳
児
一
名
、
計
二
十
七
名
で
発
足
し
た
。
当
時
の
状
況
を
、
主
任
土
屋
孝
子
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い

児
八
名
、

る。

真
新
し
い
教
室
が
五
部
屋
並
ん
で
い
る
中
の
、
二
部
屋
し
か
必
要
と
し
な
い
の
は
一
扇
一
身
の
狭
い
思
い
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
全
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力
投
球
し
よ
う
と
誓
い
あ
っ
て
歴
史
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

一
台
の
圏
パ
ス
で
可
部
・
八
木
・
隷
井
・
川
内
を
巡
回
し
た
の
で
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時
間
を
要
し
た
。
特
に
初
日
は
、
園
児
の
家
を
確
認
し
な
が
ら
運
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
園
に
到
着
し
た
の
は
十
時
三
十
分
で
あ

っ
た
。
十
一
時
に
は
ま
た
乗
車
し
て
帰
宅
す
る
の
で
あ
る
。
乙
の
問
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
僅
か
三
十
分
の
不
満
足
な
遊
び
で
あ

り
、
教
員
に
と
っ
て
は
地
獄
の
よ
う
な
三
十
分
で
あ
っ
た
。
逃
げ
帰
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
、
泣
き
わ
め
く
子
ど
も
、
名
前
も
覚
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
楽
し
み
も
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
玩
具
を
出
す
余
裕
も
な
い
。
教
員
二
名
で
は
手
に
余
り
、
大

学
か
ら
武
田
・
横
山
両
先
生
に
見
張
り
番
を
お
願
い
し
た
。
教
員
一
名
は
朝
も
帰
り
も
園
パ
ス
に
乗
り
、
他
の
一
名
は
朝
の
受
け
入

れ
準
備
、
終
了
後
の
掃
除
、
外
来
者
の
応
接
と
テ
ン
テ
コ
舞
い
で
あ
っ
た
。

開
園
か
ら
四
十
八
年
度
ま
で
の
三
年
間
は
、
い
わ
ゆ
る
草
創
期
で
あ
っ
て
、
教
員
の
経
験
も
浅
く
、
教
具
備
品
も
不
十
分
で
あ
り
、
多

忙
な
毎
日
に
追
い
廻
わ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
教
育
に
対
す
る
若
い
ひ
た
向
き
な
情
熱
と
全
員
の
協
力
に
よ
っ
て
、
困
難
を
克
服
し
て
前
進

を
続
け
た
。
乙
の
聞
に
、
園
児
も
逐
年
増
加
し
て
学
則
定
員
通
り
の
五
学
級
百
四
十
名
に
遥
し
、
教
員
も
六
名
に
増
え
、

そ
の
教
育
力
も

向
上
し
た
。

な
お
、
四
十
七
年
四
月
一
目
前
可
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長
海
渡
和
雄
が
二
代
園
長
に
就
任
し
た
が
、
四
十
九
年
三
月
十
四
日
死
亡
退

職
し
、
広
島
文
教
女
子
大
学
教
授
武
田
学
千
が
三
代
園
長
を
兼
務
し
た
。

充
実
期

昭
和
四
十
九
年
頃
か
ら
充
実
期
に
入
り
、
保
育
内
容
が
逐
次
向
上
充
実
し
、
白
で
述
べ
る
「
本
園
教
育
の
特
色
」
も
、
年

々
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
の
端
的
な
現
れ
と
し
て
、
五
十
年
十
二
月
二
十
二
日

N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
で
本
圏
の
「
わ
ら

ベ
歌
の
指
導
」
、
五
十
二
年
十
一
月
十
四
日
中
国
テ
レ
ビ
で
本
園
の
「
図
書
の
貸
出
し
」
、
五
十
三
年
十
二
月
七
日

N
H
K教
育
テ
レ
ビ
で

本
園
の
「
日
常
生
活
訓
諌
」
、
五
十
七
年
十
一
月
八
日
教
育
テ
レ
ビ
で
本
圏
の
「
手
づ
く
り
絵
本
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
番
組
と
し
て

放
映
さ
れ
た
。
折
か
ら
、
第
二
次
ベ
ビ

l
ブ

l
ム
の
子
ど
も
た
ち
の
入
国
期
を
迎
え
、
多
数
の
入
園
希
望
者
が
本
固
に
殺
到
し
、
毎
年
十

数
名
断
わ
っ
て
も
な
お
学
則
定
員
を
二
十
名
前
後
越
え
る
園
児
を
収
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
た
。



な
お
、
五
十
年
四
月
一
目
前
山
口
県
立
宇
部
高
等
学
校
長
佐
伯
茂
重
が
四
代
園
長
に
就
任
し
た
。

五
十
一
年
度
か
ら
、
モ
ン
テ
ッ
ソ

l
リ
教
育
法
と
取
り
組
む
た
め
に
、
組
編
成
を
従
来
の
横
割
り
(
年
齢
別
)
か
ら
縦
割
り
に
変
更

し
、
五
組
と
も
三
・
四
・
五
歳
児
の
混
合
編
成
と
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、

① 

子
ど
も
た
ち
が
、
過
度
の
競
争
心
・
不
用
な
優
越
感
劣
等
感
を
お
乙
さ
な
い
で
、

マ
イ
ペ

〈
異
年
齢
集
団
の
方
が
起
り
に
く
い
〉

ー
ス
で
伸
び
伸
び
と
自
主
性
・
主
体
性
・
創
造
性
を
発
揮
し
や
す
く
す
る
た
め
。

② 

子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
り
の
心
を
育
ち
や
す
く
す
る
た
め
。
幼
稚
園
年
代
の
子
ど
も
の
場
合
、
自
分
の
力
を
惜
み
な
く
他
人
に
与

え
る
心
は
同
年
齢
集
団
で
は
育
ち
難
く
、
自
分
よ
り
幼
な
く
手
を
貸
し
て
や
る
対
象
を
得
て
育
つ
も
の
。

③ 

三
・
四
・
五
歳
児
の
交
流
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
が
離
の
繋
り
の
中
で
鍛
え
ら
れ
養
わ
れ
る
も
の
を
育
て
る
た
め
。

(
例
え

ば
、
年
少
児
の
自
分
勝
手
な
行
動
に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
よ
う
に
手
加
減
を
し
な
い
。
最
近
は
兄
弟
数
が
少
な
く
な
り
、

ま
た
近
隣
の
異
年
齢
集
団
の
中
で
遊
ぶ
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
)

で
あ
る
。
乙
の
縦
割
り
組
編
成
は
一
応
成
功
し
、
園
児
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
が
多
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、

乙
の
組
編
成
は
、
し

武田学園の現況と展望

ば
し
ば
解
体
し
て
子
ど
も
の
選
択
種
目
別
組
編
成
に
変
え
(
本
園
で
は
選
択
保
育
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
)
、

必
要
に
応
じ
て

ま
た
、

(
運
動
会
の
練
習
等
)
年
齢
別
編
成
に
組
み
替
え
る
等
、
融
通
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五
十
三
年
度
末
、
出
産
・
結
婚
の
た
め
四
人
の
教
員
が
一
度
に
退
職
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
十
四
年
度
初
め
の
教
員
組
織
は
、
園
長
主

任
を
除
け
ば
、
教
職
経
験
二
年
の
者
二
名
(
一
名
は
他
園
よ
り
転
入
)
、

一
年
の
者
一
名
、

大
学
新
卒
業
者
三
名
と
い
う
非
常
事
態
と
な

っ
た
。
全
員
必
死
に
が
ん
ば
り
、
大
過
な
く
年
度
を
終
わ
っ
た
時
は
ホ
ッ
と
し
た
。
順
調
に
発
展
を
続
け
た
本
園
は
、
昭
和
五
十
五
年
創
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立
十
周
年
を
迎
え
、
次
の
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

① 

卒
園
者
住
所
録
の
編
集
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卒
園
児
の
お
母
さ
ん
数
名
が
中
心
と
な
り
、
大
変
な
努
力
を
払
っ
て
、
四
九
六
名
の
卒
園
児
の
氏
名
・
父
母
名
・
住
所
・
電
話
番
号

在
学
学
校
名
を
記
載
し
た
名
簿
が
完
成
し
た
。

② 

在
園
児
に
対
す
る
創
立
十
周
年
の
お
祝
い

記
念
式
典
の
開
催
は
、
園
児
た
ち
が
意
味
が
分
か
ら
ず
退
屈
す
る
だ
け
な
の
で
、
十
周
年
記
念
運
動
会
の
日
に
、
お
祝
品
と
し
て

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
と
羽
根
を
全
園
児
に
贈
っ
た
。

③ 

創
立
十
周
年
記
念
座
談
会
の
開
催

武
田
理
事
長
、
関
係
大
学
教
官
、
歴
代
す
ず
ら
ん
会
〈
P
T
A〉
会
長
、
幼
稚
園
教
職
員
等
二
十
七
名
が
出
席
し
て
、
十
年
間
の

本
園
教
育
の
評
価
と
現
状
を
中
心
に
し
て
、
三
時
聞
に
わ
た
っ
て
話
し
合
っ
た
。

④ 

創
立
十
周
年
記
念
誌
の
発
行

記
念
誌
は
一
八
二
ペ
ー
ジ
で
三
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
で
は
十
年
間
の
歩
み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
最
少
限
必
要
な
資
料
を
ま

と
め
、
第
二
部
で
は
記
念
座
談
会
の
要
点
を
記
録
し
、
第
三
部
で
は
卒
園
児
の
自
由
投
稿
作
品
並
び
に
卒
園
児
と
保
護
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
掲
載
し
た
。

な
お
、
開
園
以
来
、
桑
原
園
医
の
熱
心
な
指
導
で
健
康
管
理
に
一
生
懸
命
努
力
し
、
五
十
三
年
以
降
毎
年
、
本
園
園
児
が
広
島
地
区
の

健
康
最
優
良
児
ま
た
は
優
良
児
と
し
て
、
母
子
健
康
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
十
二
年
か
ら
岩
崎
園
歯
科
医
の
特
別
の
指

導
で
、
虫
歯
予
防
と
歯
み
が
き
に
カ
を
入
れ
、
五
十
七
年
度
広
島
地
区
歯
の
保
健
教
育
優
良
幼
稚
園
と
し
て
、
母
子
健
康
協
会
か
ら
表
彰

さ
れ
た
。

転
換
期

昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
、
全
国
的
な
幼
稚
園
児
の
急
滅
期
に
入
っ
た
。
最
も
鼓
し
い
東
京
都
の
ご
と
き
は
、
園
児
減
少
に

よ
る
経
営
難
の
た
め
、
五
十
七
年
度
前
半
に
廃
園
六
、
休
園
二
十
六
を
出
し
て
い
る
〈
全
国
学
校
法
人
幼
稚
園
協
会
の
調



査
)
。
加
え
て
、
本
園
の
場
合
、
園
児
の
過
半
数
を
占
め
て
い
た
佐
東
町
八
木
・
緑
井
・
川
内
地
区
に
お
い
て
、

公
立
幼
稚
園
が
五
十
五

年
度
か
ら
新
た
に
四
歳
児
の
募
集
を
開
始
し
た
(
従
来
は
五
歳
児
の
み
募
集
)
。
そ
の
た
め
、
本
園
に
合
格
し
て
い
た
四
歳
児
十
数
名
が
、

経
済
的
理
由
か
ら
入
園
を
辞
退
し
て
、
園
納
金
の
格
安
な
公
立
幼
稚
園
に
疏
れ
る
と
い
う
思
わ
ぬ
事
態
が
起
っ
た
。
以
後
、
佐
東
町
か
ら

の
入
園
者
は
、
急
激
に
減
少
し
た
。

(
同
の
太
字
教
職
員
園
児
施
設
の
③
園
児
の
居
住
地
を
参
照
)

乙
の
幼
稚
園
児
の
減
少
傾
向
は
、
今
後
長
期
的
な
も
の
で
あ
り
、

「
入
園
受
付
日
の
朝
は

「
入
園
希
望
者
を
断
わ
る
の
に
苦
労
し
た
」

父
母
が
暗
い
う
ち
か
ら
門
前
に
並
ん
だ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
夢
物
語
と
化
し
た
。
そ
し
て
、
広
島
県
に
お
い
て
も
醜
い
園
児
争
奪
や

行
き
過
ぎ
た
入
園
勧
誘
が
行
わ
れ
、
二
度
三
度
と
監
督
官
庁
の
警
告
を
受
け
る
有
様
と
な
っ
た
。
幼
児
教
育
界
も
本
園
も
、

一
つ
の
転
換

期
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
い
か
に
乗
り
切
っ
て
い
く
か
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
同
展
望
に

譲
る
乙
と
と
す
る
。

武田学園の現況と展望

(二)

附
属
幼
稚
園
の
現
状

本
国
教
育
の
基
本
方
針
は
、
地
域
社
会
と
園
児
の
実
情
実
態
に
即
し
て
、
幼
稚
園
教
育
要
領
に
掲
げ
る
基
本
方
針
と

教
育
目
的
と

教

育

目

標

武
田
学
園
建
学
の
精
神
を
実
践
し
、
学
校
教
育
法
に
示
す
幼
稚
園
の
目
的
・
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
こ

う
し
て
、
本
園
の
教
育
目
的
は
「
適
切
な
物
的
・
精
神
的
環
境
を
整
え
て
、
園
児
の
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
」
乙
と
で
あ
る
。
幼
児
期

特
有
の
生
活
を
し
っ
か
り
体
験
し
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
、
社
会
生
活
に
お
い
て
も
個
人
生
活
に
お
い
て
も
、
自
己
の
資
質
能

409 

カ
を
十
分
発
揮
し
、
生
き
甲
斐
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
、
基
礎
を
培
う
の
で
あ
る
。
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こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
即
応
し
な
が
ら
、
次
に
記
す
教
育
目
標
の

達
成
に
努
め
る
。

① 

生
活
習
慣
の
基
礎
を
養
い
、
強
い
体
を
育
て
る
。

② 

思
考
と
行
動
の
自
主
性
・
自
律
性
を
養
い
、
社
会
性
を
育
て
る
。

③ 

正
し
く
言
語
を
使
い
、
本
好
き
に
な
る
よ
う
に
育
て
る
。

④ 

豊
か
な
情
操
を
養
い
、
創
造
性
・
表
現
意
欲
を
育
て
る
。

⑤ 

身
近
か
な
事
象
に
挑
戦
探
究
さ
せ
、
知
識
知
能
を
伸
ば
す
。

⑥ 

注
意
力
の
集
中
と
持
続
を
、
繰
り
返
し
体
験
さ
せ
身
に
つ
け
る
。

さ
ら
に
、
年
齢
別
の
重
点
目
標
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
歳
児

① 

生
活
習
慣
の
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
子
に
。

② 

ひ
と
り
遊
び
を
充
分
に
楽
し
み
、
機
嫌
よ
く
遊
べ
る
子
に
。

四
歳
児

① 

友
達
と
遊
べ
る
子
に
。

② 

表
現
の
豊
か
な
子
に
。

@ 

自
己
主
張
の
あ
る
子
に
。

五
歳
児

① 

自
主
性
の
あ
る
子
に
。



② 

創
造
力
の
豊
か
な
子
に
む

③ 

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
。

@ 

協
力
し
て
遊
べ
る
子
に
。

保
育
方
針

前
掲
の
教
育
目
的
・
教
育
目
標
を
実
現
達
成
す
る
た
め
に
、
次
に
記
載
す
る
方
針
・
心
構
え
を
も
っ
て
毎
日
の
保
育
に

取
り
組
む
。

① 

子
ど
も
の
心
身
の
健
康
、
特
に
、
明
る
く
豊
か
な
心
(
思
い
や
り
・
素
直
さ
・
情
緒
の
安
定
・
社
会
性
)
、

生
き
生
き
と
し
た
意

欲
的
な
心
(
自
主
性
・
創
造
性
・
探
究
心
・
根
気
)
、
身
体
諸
機
能
の
発
達
と
体
力
の
育
成
、

を
重
点
と
す
る
。

② 

教
師
と
子
ど
も
の
心
の
交
流
、
愛
情
の
受
授
、
信
頼
関
係
を
重
視
し
、
子
ど
も
の
人
間
性
・
個
性
を
尊
重
し
、
外
に
現
わ
れ
た

形
、
で
き
あ
が
っ
た
結
果
よ
り
も
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
の
動
き
を
大
切
に
し
育
て
る
。

@ 

子
ど
も
の
発
達
の
ぺ

l
ス
・
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
過
度
の
競
争
心
や
不
用
の
優
越
感
・
劣
等
感
を

お
乙
さ
せ
な
い
よ
う
留
意
し
、

ひ
と
り
ひ
と
り
を
見
極
め
、
思
い
切
り
力
を
出
し
切
る
よ
う
伸
び
伸
び
と
育
て
る
。

武田学園の現況と展望

④ 

強
制
や
叱
責
に
よ
る
規
制
よ
り
も
、
教
師
の
事
前
準
備
・
環
境
設
定
・
是
認
・
承
認
・
激
励
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
望
ま
し
い

行
動
に
誘
う
こ
と
を
主
と
し
、
自
信
と
積
極
性
を
も
た
せ
、
心
が
自
主
的
・
創
造
的
に
働
く
よ
う
育
て
る
。

⑤ 

知
識
知
能
や
思
考
に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
観
念
的
な
こ
と
を
体
系
的
に
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
好
奇
心
・
探
究
心
を

旺
盛
に
し
、
具
体
的
・
行
動
的
に
考
え
挑
戦
す
る
機
会
を
準
備
し
、

「
為
す
乙
と
に
よ
っ
て
学
ば
せ
」
自
然
に
総
合
的
に
伸
ば
す
。

@ 

特
に
、
年
少
児
の
保
育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
手
と
心
の
動
き
が
一
つ
の
連
繋
作
業
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
身
の
廻
り
の
乙

411 

と
は
自
分
で
す
る
基
礎
的
生
活
習
慣
の
自
立
に
つ
と
め
、
器
用
さ
と
知
能
の
発
達
を
は
か
る
。

造
形
・
音
楽
等
に
つ
い
て
は
、
豊
か
な
情
操
と
創
造
性
を
養
う
乙
と
を
目
指
し
、

そ
の
も
の
を
楽
し
み
好
き
に
な
る
こ
と
、
自
分

⑦ 
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を
思
い
切
り
表
現
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
技
術
中
心
主
義
に
流
れ
な
い
よ
う
特
に
留
意
す
る
。

③ 

子
ど
も
は
、
全
力
を
出
し
て
自
分
の
し
た
い
乙
と
を
思
い
切
り
ゃ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身
と
も
に
伸
び
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
最
も
熱
中
し
生
き
生
き
と
活
動
す
る
の
は
遊
び
で
あ
る
。
毎
日
十
分
満
足
す
る
ま
で
自
由
遊
び
の
時
聞
を
確
保
す
る
。

⑨ 

子
ど
も
は
、
仲
間
の
影
響
を
受
け
て
啓
発
さ
れ
、
相
互
に
教
育
し
合
い
な
が
ら
伸
び
て
い
く
。
明
る
く
暖
か
い
人
間
的
触
れ
合
い

の
中
で
、
相
互
に
信
頼
し
協
力
す
る
集
団
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る
集
団
、
互
い
の
個
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
高

め
合
っ
て
い
く
集
団
作
り
に
努
め
る
。

教
職
員
・
園
児
・
施
設

① 

教
職
員
(
定
員
と
現
員
)

現員 現員
学

〆鋼、、 f、
五 五 員リ

十七年車
十

年度
定

分
員

園

1 1 

長

主

1 1 

任

教

5 6 5 

諭

劫

1 教

諭

1 養

兼
1 1 

護教諭

1 事務職

員

還

2 2 転

手

② 

園
児
(
定
員
と
現
員
)

現員 現員
学
区

〆婦、 〆喝、
員リ

手七主
五
十

年度、J

定

分
員

歳
20 28 20 

児

四

歳
47 70 60 

五児

歳
54 59 60 児

計
121 157 140 

備
考

園
児
減
少
の
一
因
は
、
昭
和
五
十
五
年
よ
り
全
国
的
な
幼

稚
園
児
の
急
減
期
に
入
っ
た
た
め
で
あ
る
。
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③ 

園
児
の
居
住
地

区 分|面積

薗舎敷地| 817nl 

選 動 場| 646nl 

庭 111nl 

計 I 1， 574nl 

一
環
員
(
五
十
一
年
度
〉

一
現
員
〈
五
十
七
年
度
〉

備
考

巨
匠
い
岬
巴
附
川
b
p
(

川
巴
「
川
同
一
市
同
区
旧
同
」
一

一
円
「
に
|
同
卜
同
ト
巴
|
げ
卜
ぃ
ー
一
川
|
一

「
山
ト
件
同
ト
件
下
仁
い
」
明
|
一

八
木
・
川
内
地
区
の
園
児
減
少
の
理
由
は
、
昭
和
五
十
五
年
よ
り
佐
東
町
内
の
公
立
幼
稚
園
が
四
歳
児
の
募
集
を
始
め
、
入
園
希
望
者
が
菌

納
金
の
安
い
公
立
に
流
れ
た
た
め
で
あ
る
。

817nl 計

室

総

区

分

年
中
行
事

幼
児
の
保
育
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
興
味
関
心
を
重
視
し
、

乙
れ
を
拠
り
所
と
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
喚
起
し
て
、
さ

計

ら
に
広
め
深
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
原
理
で
あ
る
。
乙
の
意
味
か
ら
、
園
の
行
う
年
中
行
事
は
大
き
な
教
育
的
意
味
を

も
ち
、
目
標
が
明
確
に
確
立
し
て
お
れ
ば
、
教
育
的
成
果
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。
本
国
に
お
い
て
も
、
保
育
の
重
要
な
手
掛
か
り
で

④ 

園
地
と
園
舎

備
考
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あ
り
大
切
な
体
験
で
あ
る
と
考
え
、
五
十
七
年
度
に
も
次
の
こ
と
を
実
施
し
た
。
年
次
に
よ
っ
て
、

一
・
ニ
変
え
る
乙
と
も
あ
る
が
、
十

余
年
に
亘
っ
て
検
討
し
積
み
あ
げ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

四
月
五
月

/¥ 

月
七
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月
月

二
月

教
育
課
程

① 

入
園
式
、
学
園
創
立
記
念
、
観
劇
会

端
午
の
節
旬
、
福
王
寺
親
子
登
山
、
母
と
子
の
集
い

父
親
参
観
日
、
交
通
安
全
教
室
、
組
別
保
護
者
懇
談
会
、
内
科
・
歯
科
・
眼
科
・
耳
鼻
科
検
診

七
夕
ま
つ
り
、
合
宿
保
育
、
花
火
大
会

敬
老
の
公
開
保
育

お
月
見
、
運
動
会
、
作
品
展

芋
掘
り
、
遠
足
、
歯
科
検
診
〈
二
回
目
)

餅
っ
き
大
会

新
年
互
礼
会
(
園
児
と
教
師
の
)

節
分
豆
ま
き
、
学
習
発
表
会
(
公
開
保
育
と
呼
ぶ
)
、
組
別
保
護
者
懇
談
会

月

ひ
な
祭
り
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
、
お
別
れ
遠
足
、
卒
園
式

備
考

誕
生
会
と
身
長
体
重
測
定
は
毎
月
実
施
し
て
い
る
。

お
底
屋
ど
っ
乙
・
タ
コ
あ
げ
大
会
・
羽
根
っ
き
大
会
等
、
従
前
実
施
し
て
い
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
関
係
か
ら
消
滅
し
た
も
の
も
あ
る
。

年
度
初
め
春
季
休
圏
中
に
職
員
会
議
を
聞
い
て
、
前
年
度
の
教
育
課
程
・
教
育
実
践
を
反
省
評
価
し
、
次
の
よ
う
な
新

年
度
の
教
育
計
画
を
作
製
す
る
。

年
間
〈
月
別
)
保
育
目
標



② 

年
齢
別
年
間
指
導
目
標

③ 

領
域
別
年
間
保
育
計
画

乙
れ
は
、
保
健
衛
生
・
体
育
・
社
会
・
自
然
・
言
語
・
音
楽
リ
ズ
ム
・
絵
画
造
形
に
分
け
て
作
製
し
て
い
る
。

各
教
師
は
、

こ
の
年
間
計
画
を
踏
ま
え
て
月
案
・
週
案
・
日
案
を
作
製
し
、

日
々
の
保
育
に
臨
む
わ
け
で
あ
る
。

次
に
、
前
述
①
の
年
間
保
育
目
標
、
②
の
う
ち
四
歳
児
年
間
指
導
目
標
、
③
の
う
ち
体
育
と
言
語
の
保
育
計
画
を
掲
げ
て
お
く
。

年
間
保
育
目
標
(
昭
和
五
十
七
年
度
)

武田学園の現況と展望

8 7 6 5 4 月

海
水遊び

動物

く フE 友
や 遊気 達 単
山 ぷい や

l乙 を と ペフ 先
い す 遊 lま 生
く る .$~ し、 i乙

7こ 慣れ
の フロ
し る

る家族 深を 水遊 の 青虫 活野 の幼

育飼
債習を 外での
基稚

と めび 礎園
い てを をか を生
-っ いと と 7こ 築遊 覚活 自
し く お おっ く び えの
よ し しむ を る楽
l乙 て てり 充分 し
海

愛情 お
さ

や 友 i乙 を
山 達 をた し 知
の と もま て り 標
経 の つじ 健 集
験 ノヅわ、て や 康 団
を く Tよ 生
す り し 生 活

食物
ドシプ おか虫青 国定遊 共頑 みん本を新し
ロヤ l たた 同張

i乙 ンボル まつの でつ なみい

気を
コン遊 じむ観察 具作て でる友
遊玉び やり のつ山 お楽達

つ びをの しくをを 正たに 弁しに
け をす Jレ 集す し鯉登 当さ知 課
お する l かめる いのる をにつ
昼 る Jレ らる 扱ぼ 食ふて
ね を 娃 いり ベれい
を 覚 を

方を をあ
るるる

す え 育 こ
る る て 覚げ と

る える を
る 教

え

て
題 l

あげ

る

415 
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3 2 1 12 11 10 9 

卒園
す郵 室 お 秋 造

体を
る便

遊内
正 の

形活
を 屋

月を
自 鍛

祝 さ び 然 動 え

つ ん を 待 l乙 を る
ご 楽 つ ふ す
-っ し れ る
ζ む る
を

迎楽
文字か

お
夫する 楽いし 発表会

キリ 散歩
作い と規

えし 正 品ろ お律
るい 月 やし をい し正
準お き の おの コて つろ てし
備別 を 楽

正月 苦役手j
オ落 くな 体い

すを れ 楽し
し ロ葉 る経 を生

る 会を
し、 をり ギや 験 鍛活

む -遊 送を と木 を えに
し び

ためる 分担す
遊の と るも

を ぷ 実を お ど

新し
再 し り

現す
のる み て 体

L、 遊 Tこ 創 育

達友
る び り 造 活

を カ 的 動
を 工 -マ な を

〆ま向、 手羽 ・ ・.

卒園 え小 球郵手紙 カ乙 友う逮 作テ思表 競体
るさ 根便 Jレま り遊子板 遥た足 品 1い現 技操
しい で屋を タま つび の、で 展マ切材 のや
て 人 育さか 、わ きをや 発表 鼠j美 でにつ料 Jレフ
し、 lζ つんく スし 、楽乙 、し 友そたを 1 方
く
す残
たの コ 、 あしま を合奏 い 達つ自多 Jレ i

人を 花を 事仕 ロク 羽根
やむな 静木 のた由様 、ク

乙 とど かなの 作共なに 集ダ

祝福す
と
観察す てをし

をつ り を にど葉 品作開表試 団ン
ば 作き

、
つ みカを を現み のス、

つを 乙 く る一集 観業をる 規の
る 大 るみ てす ま る 杯め るをす 律リ
7こ き る 遊る ま する する をズ l
め Tよ ヰζ わ る る 守ム
の 人 し るを

演出
j乙 、ーノ 正
お し

を く く
考 る il え 言葉
る
を
考



四
歳
児
年
間
指
導
自
標
(
昭
和
五
十
七
年
度
)

武田学園の現況と展望

あ そ び

主 な 経 験 る自子表子友 ね

知 活 動
子己 現 遥

的 主 の と り

自 造 音楽
張 豊 遊

r、白 の カユ J、主 b、
〆綱、

視聴 あ な る
認
識 )覚語

ズ 社会性 生活指導)然 形 ム
. . -・

種を草花 必要 (貸 本絵 のンる好き 普通 リみ 順拶「園 一使手用
りガ ズん 番がお i乙 人つ洗便

まに 7よし、
、 l〆粘-、 な のムな にでは親 でたいが

い水 事(出し 紙芝
はベ土も は打ち と 並きよし はもがー 一

てを さイ、の や歌 らるうみ みので人

成長やる 思つ本絵居、
みンクを さをう ぷ、」楽 がをきで
をトレ描 のす 自「し き片る出

を たにテ 正)ヨい 曲る 分さく 、付 来
み
乙室す レ

し ンた lζ 〈 のよ友 うけ る
る とピ

使く
、り あ カ 名う達 isる

〉を 地造 わ ス 前なと b、 期

が 、るーノ み つ 面つ
せ タ がら遊 is 

言る た て 不 言」ぶ で

え フイ すり
歩 ツ えの き

る く〉ト る挨 る. . 

小物動と落葉ち、
生先ゃ する 本絵を 絵

ヒみ拍ど 圏呑当誰 は洗便
縫ろ Jレん子打 な

〆並局、 パ と しつ所
いのい タなら んスをで をたの

友逮 みん
も具ろ ツでちな でのすも 上後水

遊木 の・表な チ合奏す をい
順きる遊 手のを

ぷの の な な木 がすよ 番まぶ i乙手流
実 話 の

〉ど 工版・ 現材料
でるう をり 使をす

な を も きる露 l乙 待を うよ
ど 聞 の るう つ守 く
で く と 薗を タた

)る 拭
遊 し -使 ンつ く 期
ぷ て 絵つ ノ守

大 本て
切 作り みる ン
K 、.ノ

. . 
氷冬 文字 うみ 〈遊 ス歌 る順筒遊 嫌衣き身
やの lζ ん おび キ詞 番単び い服る支
霜木 ゃなな めに ツを をなの なの 度
をや 絵るの ん必 プは 守伝き も着 、一

さ花 で 前 な要 をつ つ言ま の脱 持
がを 手紙

で どな しき たがり での ち
す見 言 〉も より りで も完 物
る を 語 の つつ 、き約 食了 の

書く 表
を とた 譲る東 J、主 始

現カま 製作
すう り カま よ 末
る ρEニs、 守 つ is 期

で す 'つ れ と 一
き る た る す 人
る り る で
よ す で

417 
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-
散
歩
、
か
け
っ
こ
を
し
て
足
を
鍛
え
て
な
わ
と
び
、
鉄
棒
(
前
ま
わ
り
〉
を
す
一
・
ボ
l
ル
遊
び

る

、

鉄

棒

で

と

ぴ

あ

が

り

停

止

を

す

る

一

る

一

・

両

足

と

び

、

片

足

と

び

を

す

る

一

一

・

7

7

ト

や

平

均

台

を

使

う

で

と

び

箱

を

と

ぷ

(

二

段

〉

一

的

一

一

・

「

は

な

い

ち

も

ん

め

」

・

「

あ

ぶ

く

た

っ

た

」

・

「

い

す

と

り

ゲ

l
ム」

「
郵
便
屋
さ
ん
戸

・
「
カ
ル
タ
と
り
」

活動

体

主一三---.Q
主な経験

「
あ
や
と
り
」

年
間
保
育
計
画
表

体
育
(
昭
和
五
十
七
年
度
)

I 期

固定遊具の正しい遊び方を知る ら

持品記録してい|釜 本 国

平均台 とマ縄鉄体 走歩と 定遊
びッと
箱トび棒操るくぷ 具

-・

歩前き ニ段を 動物歩 ー人びと 前ま・
曲 リ歩散タ の ク
iζ レイ!~ フ
あ J !乙ヤり イ

ときわ わ すをいく をと 棒を
ジ

歩横
ぷ、をり せ ム 五
乙横すを て る(ぷ降 等

き と乙るす
体操す

年 り の
カまろ 。る 少 る 正

ノ、f でがニ と し
フ きり人ま る 手を

b、
ン る、 の
ス 前わ つ り
を 転し な 方
と をに し、 を
る
する 参加す

で 知、../
る 歳

る

みま↓ 二↓横↓縞↓と↓ ム十 ↓ ↓ ブ 手ん瓦かEなEわる〈ラ
るた 段を 乙をび 長友達 ン
カヨ ろもあ l乙 コならい。つ

る とカまつ i;s まと ・がぶて 四、
んりて停り じ手を 滑り 棒らい

腰 で、あ つ をさる

カ3 み前転 そ止 てつ 台 もがク

け るぷを かな でつらフ

る を、す けい 遊 てなイ
、
しとる つで ふ かいジ 歳

歩 てぷ
こ〉ら。ム

b、
て す わ近

すづ

手を↓ るり段↓ 横乙↓ 長年↓ 棒鉄↓ か↓ す先生↓ ( ↓ 
滑り

らる年 台
と (ろ. !ζ te.' と長 で 一
-っ 二が中ぷ を ーと 遊
て 段、J りがら 動か 緒l乙手を

ぷ
も をとさ
り かすぷが す かつ
ペフ らるのる けな

歳
て と を っし、

歩く
び み 乙で
お る を〉
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比
一
走
る
て
園
庭
を
走
る

一υ
-
t
J
・
バ
ラ
ン
ス
ボ
l
ル
な
ど
で
遊
ぶ

基
一
化
I
ル
一
・
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ド
ッ
ジ
、
ハ
ン
ド
等
ゲ
l
ム
を
す
る

|一丁了¥-[

る
一
一
歩
く
一
・
直
線
の
線
上
歩
行
を
す
る

一
民
一
五
る
一
・
円
形
リ
レ

1
3
1ル
を
知
る
|
!

封
一
一
一
・
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
正
確
に
す
る

百
一
ユ
・
っ
く
、
投
げ
る
、
受
け
と
る
(
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
〉
川
一
川
乙
ろ
が
す
、
投
げ
る
、
う
け
と
る
↓
は
崎

μ川
崎

日
一
川
友
棒
一
一
諒
一
銭
円
前
八
、
地
誌
怒
る
1

1

1

1

1

1

丁
曽
川
初
段

F
Z
I
-
-了
前
ま
わ
り
を
し
よ
う
と
す
る
一

ま

一

て

一

一

「

二

人

ま

わ

し

で

ま

わ

っ

て

、

る

の

一

二

人

ま

わ

し

に

参

加

す

る

縄

一

日

一

札

一

縄

丘

一

広

告

芸

誌

誌

に

は

い

る

|

|

一

↓

採

日

び

を

す

る

し

」

↓

を

も

っ

て

遊

ぶ

一

日
一
証
一
マ
ッ
ト
了
前
転
が
正
し
い
手
の
っ
き
方
、
頭
の
入
れ
方
で
で
き

1ψ
く
り
か
え
し
て
前
転
が
で
き
る

Il--v前
転
を
す
る

J

A

-

1

-

-

芳己

足
一
し
の
一
一
・

ιと
び
、
側
転
を
す
る

遠
一
識
も
一
と
び
箱
一
・
コ
一
段
を
と
ぷ
l
i
l
i
-
-

会
一
己
山
く
一
平
均
丘
・
自
由
に
平
均
台
の
上
を
歩
け
る

動
寸
I
L
i
l
l
i
-
-
I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-

道

一

一

・

リ

レ

ー

を

す

る

I
l
l
i
-
-

運
動
会
一
・
縄
と
び
を
す
る

遊
び
一
・
玉
入
れ
、
つ
な
ひ
き
を
す
る
l

体
操
〈
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
)

E 

↓
二
段
を
と
ぷ

↓
前
歩
き
を
す
る

↓
二
段
を
と
び
お
り
る

↓
平
均
台
を
歩
く

「
↓

↓↓↓  
友 ケ両
達 ン足
と ケと
か ンび
け をを
つ しす
こ てる
すみ
るる

期

本|固

と|霊
|具ぷ|

片の
足ぽ
ケり
ン棒
ケを
ンの
、ぽ

スる
キ(
ツ雲
プ梯
を)

す
る

↓
リ
レ
ー
に
参
加
す
る

一
↓
の
ぼ
り
棒
を
お
り
る

1
l
L
↓
片
足
ケ
ン
ケ
ン
を
す
る

準
備
体
操
を
す
る

プ
ー
ル
遊
び
一
・
全
身
を
水
に
つ
け
る
〈
水
着
を
着
る
)

I
l
l
i
-
-
-↓
 

-
V
乙
わ
が
ら
な
い
で
プ
ー
ル
に
入
る
|
一
↓
か
ら
だ
に
水
を
か
け
る

(
パ
ン
ツ
で
入
る
〉
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期

体力の総点検をする

m 
期I 

点検し，記録していくもの

Z与 7T鉄
台箱 ト び棒

で三 三〈二後逆
あ段 J点二人と上
いを 倒人まびり
じと 立でわやの
やび をーし走遠
ん乙 す緒でり続
けす るにでとに
ん! ときび挑
を| ぷるを戦
す'-"だすす
る| けるる

た
く
さ
ん
と
，ぷ

I 
のの二
速に人
続人ま
がれわ
と、し
ベそで
るし、
よてま
うーわ
にOつ
なOて
る前い
後る

↓・↓

ぷ天天宮
まとわ
わびり
しをを
でしす
三よる
O う
固と
位す
とる

雪
の
遊
び

ね
ら
い

楽しい絵本やお話にふれる

雪
合
戦
を
す
る

年
間
保
育
計
画
表

言
語
〈
昭
和
五
十
七
年
度
〉

活

-
絵
本
を
大
切
に
見
る

.
借
り
た
い
絵
本
を
自
分
で
選
ん
で
借
り
る

.
一
人
で
選
べ
な
い
人
を
助
け
て
あ
げ
る

-
読
ん
で
も
ら
い
た
い
絵
本
の
名
前
が
言
え
る

-
お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
の
家
で
の
仕
事
ハ
手
伝
い
〉

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
み
る
1
1
1
1
1

(
父
の
目
、
母
の
自
に
関
し
て
〉

-
話
し
合
い
で
ル

l
ル
、
き
ま
り
を
決
め
る
(
合
宿
等
〉

.
幻
燈
を
見
る

・
遠
足
、
合
宿
で
の
楽
し
か
っ
た
事
を
話
し
合
い
伝
え
る

l

五

歳

生

↓
逆
上
り
を
す
る

前
転
を
連
続
す
る

一
↓
く
り
か
え
し
て
、
前
転
を
し

一
て
み
る

↓
三
段
を
と
び
乙
そ
う
と
す
る

I
l
l
-
w二
段
を
と
ぼ
う
と
す
る

-
出
あ
い
じ
ゃ
ん
け
ん
に
加
わ
る
|
|
一
↓
・
台
の
上
を
一
人
で
歩
く

歳

四

歳

一lit
-
J
V

↓
(
組
、
自
分
の
名
前
を
は
っ
き
り
|
÷
↓
(
自
分
の
名
前
を
は
っ
き
り
言
一

4-
一

-

守

つ

)

一

・

つ

〉

一

・
返
す
絵
本
は
袋
か
ら
出
し
て
組
の
一
・
借
り
た
絵
本
は
袋
に
入
れ
て
持
一

棚

へ

返

す

一

約

一

帰

り

、

返

す

日

に

も

っ

て

く

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-
-
i
vお
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
名
前
一

「
お
は
よ
う
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
一
が
い
え
る

「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ど
ち
そ
う
さ
了
呼
ば
れ
た
ら
返
事
を
す
る

ま
」
を
言
う
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E 期

乙とばあそび・文字あそびをする

絵本 生 活
絵本ストーリ
ーテーリング

.・ -・

「あ正お
F 寸ー寸ー「 〈廓l自{日ー文戸~乙 お 考け困 七-， -， 
乙どわ なあ分二し五字乙伝と 話 えんつ タまざ

け月 ばと う Tこ りその文り十書と言ば を るかた のめ マコ

まの ぷし たび名字と音きばゲあ 作 ょを事 話」そ

し楽 あっ」 いを前、り「をあ 1そ る うしを を「う

てし そ」 役楽を三あすつムび 〆司、 にたみ 聞は」

おか び 「 ーき「 をしひ文いるめ〈を 絵 すりん く は「
めつ うとも 言むら字う 、ーす 本 る、 7ょ はた

でた たりち つ があえ し文る
、
失で のん

と事を
L-L-L- 、 なつお り字 紙 欺考 はぽ

セ でめ表 と 芝 をえ 7よほ!
」つ 話 正 L- り二 居 しる し」

をす フ し 等文
、J た L-

言 を く 字 時

つ lま 主震詮司 l立
て〉 と そ
き 続 の

り け 場
言 る で

、っーノ
、../

原因

を

〆婦、
自-， -寸ー寸 な -， V iしd、乙-1 ノミ〈 ピ口コ す楽 ー-， -寸ー寸

うピし り 分 ーりと )絵分 〆作ー-還d、m夏-、 l.， あはお
めツつ た の ぷへ‘とば をで

品動会休空J 
お なひ

l;Iキぼ! い 名 くう 描絵 くのさ

し!の
役を 前カま

たたりあ 本十 展みた んあま

さとは つで z てを 等中事 とな is.
んポた

亭つ 読め
たあ 文作 の を きのい

のッら 」そ 字つ 生み いはつ

うキ Lき- る 等ぷ をて 活ん ろな 11
7こ l 書み な ちしい
L-L- いる の やL-L-

て 前 ん
も で L-

り 話

1 1 -， -寸ー「 (セ鼠あj いど 「手 芝大るが「年 ー「 く
たまこ にあ 居き 自お長 いま

いちか リそ んそ をい 分は いち
のやら フび じび 見人 かよ年 J¥ や

といんき がを んう るの らう中 んん
んたのた 言観 カまた 作 言」の じシ
でいごの える ーを ペコ え「話 L-

いのあ」 る 本覚 fこ るさを

Lけ-
'--' 」え

絵本
よさ聞 ズ

さ 等る うつく

つ や l乙t
L- 高記 なと
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E 期

みんなの前で発表する

絵本ストーリi生 活ーテーリング

ひ-， -， 
「も 長編物げる 別お(手紙 使郵小さなな大

まみき り れ屋い
つだく の語 遠をさ人
り ちな へを 足読んに、
やり な間 のんど残す
節んす そく 楽だっ
分ばぎ つ かし 書り をこ 言葉のんた る
話ざ く '- ついすを
をいま '寸 たたる考
関'- '- み 事り え
く ん をす て

な 小る
、

く さ)
分自し、

し 子 で
ん l乙 書
l~ 話

Lつ- し
て
あ

は-， -， 
遠足 ( 文 大き↓ 

なまと
しいけ の字 い
」どい 話や 人
にの を絵 l乙

をたき② 

閣で 送

く 手紙 る

葉言
を

lま
書く をん 考

ざ え
る る
の

ー寸 -， 1 ~ 1 1 
しは 絵
んな で
せを

書くっく
なん
と く
もん
だ」

ち'-

(三)

附
属
幼
稚
園
の
教
育
の
特
色

本
国
の
教
育
は
、
∞
付
属
幼
稚
園
の
現
状
で
述
べ
た
方
針
・
目
標
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
お
り
、
保
育
活
動
・
保
育
実
践
の
ど
の
部
面
を

と
っ
て
み
て
も
、
独
自
の
目
的
・
目
標
・
や
り
方
が
確
然
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
園
教
育
の
特
色
と
い
う
べ
き
も
の
は
数
多
い
わ
け

で
あ
る
が
、

そ
の
中
か
ら
次
の
四
つ
の
事
項
を
選
ん
で
記
す
乙
と
に
す
る
。

図
書
の
貸
出
し

す
べ
て
の
園
児
が
本
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
、
開
園
と
同
時
に
「
図
書
の
貸
し
出
し
」
を
は
じ
め
た
。

現
在
、
本
園
の
図
書
室
に
は
、
子
ど
も
用
図
書
が
約
二
千
冊
備
え
て
あ
る
。
毎
週
土
曜
日
、
登
園
し
た
子
ど
も
か



ら
三
々
五
々
図
書
室
に
行
き
、
人
の
助
け
を
借
る
こ
と
な
く
〈
自
主
的
に
)
、
自
分
の
読
み
た
い
本
を
一
冊
選
ぶ
。

決
し
て
衝
動
的
な
選

択
で
は
な
く
、

一
冊
一
冊
中
を
聞
い
て
納
得
が
い
く
ま
で
ジ
ッ
ク
リ
選
び
(
伝
統
が
で
き
て
い
る
)
、

な
か
に
は
三
十
分
も
四
十
分
も
か

け
て
決
め
る
子
も
多
い
。

こ
の
本
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
母
親
に
読
ん
で
も
ら
い
(
愛
情
を
こ
め
て
読
む
よ
う
園
よ
り
要
望
)
、

自
分
で
も
読
ん
で
水
曜
日
に
返
本

す
る
。
彼
ら
は
興
味
と
必
要
に
迫
ら
れ
て
無
理
な
く
文
字
を
覚
え
、
本
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
。
本
国
の
卒
園
児
は
、
小
学
校
進
学
後
も

「
本
好
き
で
よ
く
読
む
者
が
多
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

貸
し
出
し
た
本
は
、
個
人
別
に
読
書
カ
l
ド
に
整
理
し
記
録
す
る
。
そ
の
カ
l
ド
を
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
な

る
① 

同
じ
本
を
何
度
も
繰
り
返
し
借
り
て
い
る
子
(
三
歳
児
に
多
い
)

② 

好
き
な
本
の
領
域
・
傾
向
が
決
ま
っ
て
い
る
子
(
乗
物
・
見
虫
・
動
物
・
科
学
等
)

③ 

連
続
も
の
・
シ
リ
ー
ズ
を
追
っ
て
読
む
子
(
ち
い
ち
ゃ
ん
・
機
関
車
等
)

武田学園の現況と展望

④ 

バ
ラ
バ
ラ
に
漁
っ
て
い
て
、
興
味
の
対
象
が
掴
め
な
い
子

①
②
③
の
子
は
、
概
ね
意
志
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
平
素
の
生
活
に
も
主
体
性
が
あ
り
、
注
意
力
の
集
中
持
続
が
よ
く
で
き
る
。
④
の

子
は
思
考
が
捉
え
難
く
、

一
見
明
る
く
し
っ
か
り
し
て
い
る
よ
う
な
子
で
も
、
移
り
気
で
あ
っ
た
り
根
気
が
な
か
っ
た
り
、
不
安
定
な
も

の
を
感
じ
る
。

乙
の
よ
う
に
、

「
図
書
の
貸
し
出
し
」
は
、
子
ど
も
の
理
解
指
導
に
も
重
要
な
手
掛
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

昭
和
五
十
一
年
度
、

モ
ン
テ
ッ
ソ

l
リ
教
育
法
導
入
の
た
め
、
縦
割
り
組
編
成
を
採
用
し
た
乙
と
は
、
付
で
述

モ
ン
テ
ッ
ソ
l
リ

教
育
法
の
導
入

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ッ
ソ

1
リ
教
育
法
の
眼
目
は
、

「
注
意
力
の
集
中
と
持
続
を
体
験
し
身
に
つ
け

423 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
正
常
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
(
真
の
天
性
を
現
わ
し
た
子
ど
も
)
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
」
点
に
あ
る
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と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
五
十
年
度
か
ら
、
集
中
力
や
持
続
力
・
選
択
す
る
能
力
ハ
自
主
性
・
自
律
性
・
自
発
性
)
を
育
て
る
た

め
の
感
覚
的
教
具
と
日
常
生
活
用
具
を
必
要
最
少
限
揃
え
、
以
後
少
し
づ
っ
整
え
て
い
っ
た
。
ま
た
、
毎
年
金
教
員
が
、
全
国
各
地
で
開

結
果
、
催
さ
れ
て
い
る
モ
ン
テ
ッ
ソ

l
リ
教
育
講
習
会
に
出
席
す
る
等
研
修
に
努
め
、
同
時
に
日
々
の
保
育
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。
そ
の

五
十
三
・
五
十
四
年
度
頃
か
ら
、
園
児
た
ち
の
遊
び
ゃ
作
業
の
持
続
時
聞
が
伸
び
、
集
中
力
も
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
先
生

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

か
ら
指
示
命
令
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
自
分
が
や
り
た
い
か
ら
す
る
と
い
う
自
己
学
習
の
よ
う
な
も
の
が
、
自
由
時
聞
に
次
第
に
定
着

「
集
中
と
持
続
」
に
つ
い
て
、
自
に
見
え
や
す
い
実
例
を
二
・
三
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
「
連
続
数
字
書
き
」
で
あ
る
。
乙
れ
は
細
い
縦
の

巻
紙
に

1
・
2
・
3
・
4
と
数
字
を
ど
こ
ま
で
も
書
き
続
け
る
作
業
で
あ
っ
て
、
単
純
で
大
変
な
根
気
を
要
す
る
。
毎
年
主
と
し
て
年
長

児
が
十
二
月
頃
か
ら
取
り
組
む
が
、
各
年
度
に
到
達
し
た
最
高
の
数
字
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

五 五

手年度四 手三年度
五 五 年

十六 十 十 十
五

年度 年度 年度 年度
度

連

一 一 一四 一 続O O 00  O六 O O 

O O O O O O O O O O O O O 
数

O O O O O 
O 字O 00  O O 

彼
ら
は
、
園
で
も
家
で
も
暇
を
見
付
け
て
は
書
き
続
け
、
直
径
が
三
十
セ
ン

チ
以
上
に
な
っ
た
数
字
の
巻
紙
を
宝
物
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
る
。
第
二
に

絵
本
作
り
で
あ
る
。
絵
本
作
り
に
は
多
数
の
園
児
が
取
り
組
む
が
、
な
か
に
シ

リ
l
ズ
物
を
作
る
者
が
い
て
、
十
冊
・
二
十
冊
と
発
展
す
る
継
続
物
が
生
ま
れ

る
の
で
あ
る
。
今
固
ま
で
の
最
高
は
、
六
十
五
冊
で
あ
っ
た
。
第
三
に
縄
跳
び

-
鉄
棒
で
あ
る
。

乙
れ
は
、
次
の
項
に
譲
る
乙
と
に
す
る
が
、
驚
く
べ
き
因
数

に
達
し
て
い
る
。

以
上
、

一
部
の
実
例
を
あ
げ
た
が
、

「
集
中
と
持
続
」
の
体
験
を
積
ん
だ
圏

児
は
、
以
前
と
比
較
し
て
何
か
シ
ン
が
で
き
て
シ
ッ
カ
リ
し
、
人
が
変
わ
っ
た



よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
幼
稚
園
児
の
場
合
、
教
師
や
親
の
単
な
る
強
制
や
命
令
だ
け
で
は
、
絶
対
に
こ
こ
に
例

を
あ
げ
た
段
階
ま
で
到
達
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、

モ
ン
テ
ッ
ソ

l
リ
教
育
法
が
あ
る
程
度
の
成
果
を
あ
げ
た
も
の
と
自
己
評
価
し
て
い

る。
な
お
、
数
字
に
表
わ
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

乙
の
教
育
法
を
取
り
入
れ
た
結
果
、
子
ど
も
同
志
の
思
い
や
り
ゃ
励
ま
し

合
い
が
、
ご
く
自
然
に
ふ
る
舞
わ
れ
て
い
る
姿
(
社
会
性
の
発
達
)
を
、
し
ば
し
ば
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

リ
レ

I
・
縄

跳
び
・
鉄
棒

幼
稚
園
時
代
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、

「
体
全
体
を
使
っ
た
遊
び
ゃ
運
動
」
に
熱
中
す
る
乙
と
は
、
極
め
て
大
切
で
あ

っ
て
、
単
に
健
康
や
手
足
の
器
用
さ
だ
け
で
は
な
く
、
性
格
や
頭
の
働
き
に
ま
で
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
そ
乙
で
、

ど
こ
の
幼
稚
園
で
も
、
ブ
ラ
ン
コ
・
ス
ベ
リ
台
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
回
転
器
等
が
備
え
て
あ
る
。
本
園
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
遊
具
は
盛

ん
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
遊
び
(
運
動
)
に
お
け
る
本
圏
の
特
色
は
、

リ
レ

l
-
縄
跳
び
・
鉄
棒
で
あ
る
。

リ
レ

l

本
園
の
運
動
会
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
以
来
年
長
児
の
男
女
対
抗
リ
レ
ー
を
行
っ
て
い
る
が
、
園
児
た
ち
は
当
日
は
エ
キ
サ
イ
ト
し
て

武田学園の現況と展望

も
、
終
わ
る
と
特
別
の
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
十
二
年
の
運
動
会
終
了
後
か
ら
、
年
長
児
と
一
部
年
中
児
の
聞
に
自
然
発

生
的
に
関
心
が
高
ま
り
、

バ
ト
ン
を
渡
し
音
楽
を
流
す
と
、

い
つ
ま
で
も
ト
ラ
ッ
ク
を
走
り
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
十
三
年
度
か
ら

は
年
少
児
も
少
し
づ
っ
参
加
し
、
自
由
時
聞
に
は
い
つ
も
二
十
名
・
三
十
名
の
園
児
が
リ
レ
ー
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
十
四
年
度
の

ニ
学
期
か
ら
は
三
・
四
・
五
歳
児
混
合
の
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
が
で
き
る
ま
で
に
発
展
し
、
遂
に
毎
日
全
員
体
操
後
の
日
課
と
な
っ
た
。

乙
れ
は
幼
稚
園
と
し
て
は
全
国
的
に
み
て
も
稀
有
の
ケ

l
ス
で
あ
る
。
五
十
五
年
度
以
降
は
、

乙
の
各
年
齢
混
合
の
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ

l

(
全
員
の
)
が
、
運
動
会
の
種
目
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
大
変
な
人
気
を
博
し
て
い
る
。

425 

な
お
、
リ
レ
!
と
直
接
的
関
係
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

五
十
五
年
十
二
月
か
ら
自
然
発
生
的
に
子
ど
も
た
ち
の
朝
の
ジ
ョ
キ
ン
グ
が
始



426 

ま
っ
た
。
早
く
登
園
し
た
子
供
か
ら
一
周
五
二
・
六
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク
を
十
周
、
二
十
周
と
走
る
の
で
あ
る
。
五
十
六
年
度
の
最
高

一
二
八
周
と
な
り
、

は
一
三
八
周
(
七
、
二
五
八
メ
ー
ト
ル
〉
、

つ
い
で
一
三
五
周
、

一
O
O周
(
五
、
二
六

0
メ
ー
ト
ル
)
の
者
が
七
名

に
達
し
た
。
五
十
七
年
度
に
は
進
ん
で
二

O
O周
(
一

O
、
五
二

0
メ
ー
ト
ル
)
に
挑
戦
し
、
成
功
し
た
園
児
も
い
る
。
速
度
は
問
題
に

あ
る
。

な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ
に
な
っ
て
わ
き
目
も
ふ
ら
ず
黙
々
と
走
り
続
け
る
「
集
中
と
持
続
」
の
姿
は
、
胸
を
打
つ
も
の
が

縄
跳
び

縄
跳
び
は
、
創
立
時
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
遊
び
(
運
動
)
で
あ
り
、
全
員
に
入
園
と
同
時
に
一
人
跳
び
用
の
縄
を
持
た
せ
て
い

五
十
四
年
度
に
は
三

る
。
し
か
し
、
結
局
ご
人
跳
び
」
よ
り
も
二
人
の
先
生
に
廻
わ
し
て
も
ら
う
「
ま
わ
し
跳
び
」
が
盛
ん
に
な
り
、

歳
児
三
名
を
含
む
五
十
余
名
(
全
園
児
の
三
分
の
一
〉
が
一

O
O回
以
上
跳
ぶ
ほ
ど
に
伸
び
て
き
た
。
ま
わ
し
跳
び
が
始
ま
る
と
、
す
ぐ

十
数
名
の
列
が
で
き
て
静
か
に
順
番
を
待
つ
。
十
五
分
も
二
十
分
も
待
っ
て
、
自
分
は
五
・
六
回
跳
ん
で
ヒ
ッ
カ
ケ
て
も
黙
っ
て
ま
た
列
の

声

t
h

省、，、

ナ
L
T

ふ
ぷ

後
に
つ
く
。
そ
の
意
欲
・
素
直
さ
は
い
じ
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
明
確
な
目
的
と
や
る
気
を
持
っ
た
子
ど
も
は
、
平
素
と
違
う
の
で
あ
る
。

五
十
一
年
度

「
ま
わ
し
跳
び
」
の
各
年
度
の
最
高
回
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
二

O
O回

五
十
二
年
度

五
十
三
年
度

五
十
四
年
度

五
十
五
年
度

五
十
六
年
度

一、

O
四
八
回
(
乙
の
年
度
は
一
人
挑
び
が
盛
ん
で
、
最
高
は
四
五

O
回
で
あ
っ
た
)

一
、
三

O
二
回

一
、
五
二

O
回

二、

0
0
0回

一
七
七
回



鉄
棒

五
十
二
年
度
二
基
増
置
し
た
。
そ
の
周
囲
に
は
、

い
つ
も
十
数
名
の
園
児
が
集
ま
っ
て
、
か
わ
る
が

鉄
棒
は
創
立
当
初
に
三
基
備
え
、

わ
る
ブ
ラ
さ
が
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
鉄
棒
の
中
で
最
も
誇
り
高
く
満
足
度
の
大
き
い
も
の
は
逆
上
り
で
あ
る
。
彼
ら
は

乙
れ
が
何
回
続
く
か
、
課
題
の
よ
う
に
毎
日
繰
り
返
し
挑
戦
す
る
。
教
師

逆
上
り
を
続
け
て
廻
わ
る
と
と
を
「
連
続
逆
上
り
」
と
い
う
。

あ
る
。

は
側
で
回
数
を
数
え
て
や
る
だ
け
で
、
子
ど
も
の
伸
張
を
手
伝
う
乙
と
に
な
る
。
各
年
度
の
連
続
逆
上
り
の
最
高
回
数
は
次
の
と
お
り
で

五
十
二
年
度

五
十
三
年
度

五
十
四
年
度

五
十
五
年
度

五
十
六
年
度

武田学園の現況と展望

乙
乙
に
記
し
た
記
録
は
、

い
こ
と
を
〈
主
体
性
)
、
自
分
の
意
志
で
選
ん
だ
(
自
主
性
)
遊
び
の
一
つ
の
結
果
で
あ
る
。

乙
こ
に
幼
児
教
育
の
要
諦
を
み
る
の
で
あ

一
五

O
回

一
三
八
回

三
三
回

八
二
回

一
二
五
回

一
斉
保
育
の
中
で
育
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
由
遊
び
の
時
聞
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
が
自
分
の
や
り
た

毎
日
く
り
返
し
て
い
る
中
に
、

確
実
に
跳

ぷ
回
数
は
増
え
走
る
速
度
は
早
く
な
っ
て
、
運
動
そ
の
も
の
が
楽
し
く
好
き
に
な
っ
て
い
く
。

る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
先
き
に
述
べ
た
モ
ン
テ
ッ
ソ

l
リ
教
育
法
の
「
集
中
と
持
続
」
の
観
点
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
見
守
り

激
励
し
、
援
助
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

427 

合
宿
保
育
と

福
主
寺
遠
足

年
長
児
の
合
宿
保
育
(
一
泊
二
日
)
は
、

四
十
九
年
度
以
降
毎
年
七
月
二
十
日
頃
、
湯
来

四
十
七
年
度
か
ら
始
め
、

温
泉
の
湯
来
ロ
ッ
ジ
で
行
っ
て
い
る
。
全
園
児
が
参
加
す
る
福
王
寺
親
子
遠
足
は
、

四
十
九
年
度
か
ら
毎
年
五
月
上
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-
中
旬
往
復
徒
歩
で
実
施
し
て
い
る
。
他
の
園
行
事
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

の
で
あ
っ
て
、
本
園
独
自
の
特
色
が
あ
る
。

こ
れ
ら
も
確
呼
た
る
目
的
・
目
標
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る

合
宿
保
育

親
か
ら
離
れ
家
か
ら
離
れ
、
園
パ
ス
に
乗
っ
て
可
部
か
ら
西
西
北
約
五

0
キ
ロ
の
山
奥
に
入
り
、
自
然
に
固
ま
れ
た
中
で
先
生
と
友
達

だ
け
の
宿
泊
生
活
を
送
る
。
子
ど
も
に
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
一
身
の
廻
わ
り
の
乙
と
は
す
べ
て
自
分
で
し
な
け
れ
ば
誰
も
助
け
て
く

れ
な
い
。
昼
間
は
水
泳
や
散
歩
に
元
気
一
杯
は
し
ゃ
い
で
い
て
も
、
夕
闇
・
消
灯
・
就
寝
・
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
耳
に
つ
く
よ
う
に
な
る

と
、
次
第
に
心
細
く
な
り
、
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
い
者
も
で
て
く
る
。
教
育
と
は
、
あ
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
「
子
ど
も
が
、
親
か
ら
離

れ
独
立
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
助
け
る
働
き
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
は
甘
っ
た
れ
た
世
相
で
、
「
親
離
れ
」
「
子

ヒ
Y

M

V

ユ
タ

離
れ
」
が
悪
く
、
識
者
の
墾
濯
を
買
っ
て
い
る
。
こ
の
合
宿
保
育
で
は
、

① 

園
児
の
独
立
性
・
自
主
性
・
逗
ま
し
さ
を
点
検
し
助
長
す
る
。

② 

平
案
発
見
で
き
な
か
っ
た
特
性
を
見
つ
け
出
し
て
今
後
伸
ば
す
。

③ 

園
児
た
ち
の
相
互
信
頼
と
友
情
を
深
め
、
二
学
期
の
共
同
作
業
へ
展
開
す
る
。

乙
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
貴
重
な
体
験
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

福
王
寺
遠
足

福
王
寺
登
山
は
、
小
学
校
上
学
年
か
ら
中
学
生
・
女
子
高
校
生
の
遠
足
コ

l
ス
で
あ
っ
て
、
か
な
り
急
峻
な
坂
や
岩
道
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
登
り
に
約
一
時
間
を
要
す
る
。

一
緒
に
登
っ
た
父
母
の
中
に
は
、
足
を
痛
め
て
山
頂
到
着
と
同
時
に
ヒ
ッ
ク
リ
返
る
人
も
あ
る

始
末
で
、
三
歳
児
や
四
歳
児
に
と
っ
て
は
難
路
で
あ
る
。
こ
れ
に
往
復
挑
戦
し
、
自
力
で
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

① 

自
信
と
自
覚
を
深
め
、
独
立
心
と
自
主
性
を
伸
ば
す
。



② 

二
回
目
・
三
回
目
登
山
の
園
児
は
、
昨
年
・
一
昨
年
の
自
分
と
比
較
し
て
、
自
己
の
成
長
を
具
体
的
に
把
握
し
、
自
信
と
自
覚
を

深
め
る
。

乙
と
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
。
困
難
の
克
服
・
辛
抱
我
慢
で
一
貫
す
る
た
め
「
お
や
つ
」
は
持
参
し
な
い
よ
う
要
望
し
て
い
る
が
、

毎
年
よ
く
守
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
山
頂
到
着
・
探
険
散
歩
の
後
は
、
組
ご
と
に
親
子
で
ゲ
1
ム
や
遊
戯
を
し
た
り
、
園
児
自
作
の
母
の

日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
る
。

乙
の
遠
足
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
入
園
児
の
爾
後

の
園
生
活
に
変
化
が
み
ら
れ
、
発
達
の
一
段
階
を
画
し
て
い
る
。
な
お
、
毎
年
数
十
名
の
卒
園
児
と
そ
の
お
母
さ
ん
が
、
進
ん
で
参
加
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。
以
上
あ
げ
た
特
色
の
外
に
も
、

一
年
間
扇
で
学
習
し
た
こ
と
を
平
常
に
近
い
姿
で
発
表
し
、
出
演

種
目
に
つ
い
て
は
園
児
の
選
択
を
最
大
限
尊
重
す
る
学
習
発
表
会
、

ク
ラ
ス
全
部
の
お
母
さ
ん
が
一
緒
の
席
で
そ
れ
ぞ
れ
わ
が
子
の
成
長

や
悩
み
に
つ
い
て
教
師
と
話
し
合
い
、
他
の
人
も
関
連
し
た
体
験
を
語
り
、
全
員
で
子
育
て
を
勉
強
す
る
保
護
者
懇
談
会
等
々
、
取
り
あ

げ
た
い
も
の
が
多
々
あ
る
が
割
愛
す
る
。

武田学園の現況と展望

(四)

母
の
会
の
活
動

本
国
の
「
母
の
会
」
は
、
昭
和
四
十
七
年
(
開
園
二
年
目
〉

「
す
ず
ら
ん
の
会
」
と
し
て
発
足
し
、
初
代
会
長
に
桑
原
明
子
氏
が
選
ば

れ
た
。
繭
来
五
十
七
年
度
ま
で
に
十
一
名
の
会
長
が
一
年
交
替
で
就
任
し
て
い
る
。

「
幼
稚
園
と
家
庭
が
力
を
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
の
幸
福
と
教
育
の
発
展
を
図
り
、

お
母
さ
ん
自
身
の
成
長
と
そ
の
輪
を
拡
げ
る
た
め
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に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
年
々
活
発
な
活
動
を
展
開
し
、
和
気
藷
々
と
し
た
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
園
行
事
へ
の
協
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カ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
会
誌
文
集
の
発
行
、
講
演
会
講
習
会
の
開
催
、
作
品
展
当
日
の
バ
ザ
ー
や
喫
茶
庖
の
開
設
等
々
が
、
年
中
行
事
の
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

い
わ
ゆ
る

P
T
A
と
し
て
の
「
す
ず
ら
ん
の
会
」
の
特
色
の
第
一
は
、
会
の
活
動
が
お
母
さ
ん
た
ち
の
自
主
的
運
営
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
役
員
の
選
考
決
定
は
も
と
よ
り
、
会
費
の
決
定
、
金
の
保
管
支
払
い
、
予
算
の
決
定
執
行
、
文
書
の
起
案
、

そ
の

他
会
の
事
務
処
理
、
決
算
等
に
つ
い
て
は
、
園
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
あ
る
。
総
会
の
開
催
、
役
員
の
招
集
、
諸
行
事
の
立
案
実
施
等
も
、
会

場
の
都
合
な
ど
必
要
事
項
に
つ
い
て
は
園
と
相
談
協
議
す
る
が
、
実
施
は
す
べ
て
お
母
さ
ん
た
ち
の
自
主
的
活
動
で
あ
る
。
し
か
も
、
園

と
の
連
絡
は
極
め
て
密
接
で
、
和
や
か
な
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
完
全
に
近
い
自
主
的
運
営
は
、
珍
し
い
ケ
l
ス
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
園
と
し
て
は
、
ど
乙
ま
で
も
お
母
さ
ん
た
ち
の
意
志
と
主
体
性
を
尊
重
し
、
園
の
御
用
機
関
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ほ
ん
と
う

の
P
T
A活
動
が
麗
閲
さ
れ
る
こ
と
を
終
始
願
っ
て
き
た
次
第
で
あ
る
。

特
色
の
第
二
は
、
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
園
と
し
て
は
、

お
母
さ
ん
自
身
が
絶
え
ず
「
目

的
と
や
る
気
」
を
持
っ
て
進
歩
成
長
さ
れ
る
乙
と
が
、
子
ど
も
が
伸
び
る
た
め
の
最
大
の
要
件
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
か

ら
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
積
極
的
に
参
加
し
前
進
さ
れ
る
乙
と
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
(
園
が
主
体
性
を

と
っ
た
の
で
は
頼
り
気
が
出
て
本
物
に
な
ら
な
い
。
長
続
き
が
し
な
か
っ
た
り
形
式
化
し
た
り
す
る
)
。
開
園
数
年
に
し
て
よ
う
や
く
機

が
熟
し
、
ま
ず
五
十
一
年
三
月
お
母
さ
ん
た
ち
の
「
読
書
一
会
」
が
聞
か
れ
た
。
つ
い
で
五
十
四
年
「
コ
ー
ラ
ス
斑
」
が
、

五
十
六
年
「
手

作
り
絵
本
の
会
」
が
、
五
十
七
年
「
手
芸
斑
」
が
誕
生
し
た
。
い
ず
れ
も
、
ニ
・
三
名
の
お
母
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
会
員
に
呼
び
か

け
、
自
然
発
生
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
役
員
も
自
主
的
に
決
定
し
、
生
き
生
き
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
る
。

読
書
会

第
三
章
に
記
し
た
「
図
書
の
貸
し
出
し
」
の
成
果
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
刺

激
さ
れ
、

お
母
さ
ん
た
ち
も
本
を
読
ん
で
、
豊
か
な
心
で
子
ど
も
と
向
き
合
い
、
語
り
合
う
ゆ
と
り
が
持
ち
た
い
と
始
ま



っ
た
も
の
で
あ
る
。
毎
年
五
回
程
度
聞
か
れ
、
現
在
の
会
員
約
三
十
名
で
あ
る
。
皆
で
選
ん
だ
本
を
事
前
に
役
員
が
購
入
し
て
、
全
会
員

に
記
り
、
自
宅
で
読
ん
で
出
席
す
る
。
土
屋
主
任
を
指
導
者
と
し
て
感
想
を
腹
蔵
な
く
語
り
合
い
、

一
冊
の
本
を
め
ぐ
っ
て
、
泣
い
た
り

一
例
と
し
て
、

笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、
普
段
み
せ
な
い
心
の
内
を
出
し
合
い
、
お
互
の
良
い
も
の
を
吸
収
し
合
っ
て
い
る
。

五
十
三
年
度

五
月
五
十
三
年
度
と
五
十
六
年
度
に
採
用
し
た
本
を
記
載
し
て
お
く
。

あ
の
頃
は
フ
リ
ー
ド
・
リ
ヒ
が
い
た

(
H
P
リ
ヒ
タ

l
)

七
月

十
月

十
二
月
二
月

五
十
六
年
度

五
月
七
月

武田学園の現況と展望

九
月

十
二
月

二
月

コ
ー
ラ
ス
理

ア
イ
オ
イ
橋
の
人
影
(
オ
フ
チ
ン
ニ
コ
フ
〉

絵
本
紹
介
。
誕
生
の
詩
、
か
ら
す
た
ろ
う
、

わ
た
し
た
ち
の
ト
ビ
ア
ス

血
族
(
山
口
瞳
)

天
の
園
恥
1
1
h
6
(打
木
村
治
)

幼
な
も
の
が
た
り
〈
石
井
桃
子
)

ひ
ー
ち
ゃ
ん
は
い
っ
た

l
l広
島
の
少
女
た
ち
の
遺
書
〈
大
野
允
子
)

金
せ
ん
花
と
秋
の
蝶
(
山
代
巴
)

出
船
の
笛
ハ
山
代
巴
〉

二
つ
の
国
の
物
語
(
赤
木
由
子
〉

最
初
は
、

H

子
ど
も
の
歌
を
習
っ
て
家
で
親
子
が
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
た
い
H

と
い
う
乙
と
か
ら
発
足
し
た
。
間
も

な
く
そ
れ
で
は
満
足
で
き
な
く
な
り
、
大
学
か
ら
教
官
を
招
い
て
指
導
を
受
け
、
輪
唱
・
二
部
合
唱
・
三
部
合
唱
へ
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と
発
展
し
た
。
五
十
五
年
度
半
ば
か
ら
お
母
さ
ん
の
中
の
適
任
者
に
指
導
を
依
頼
し
、

一
段
と
楽
し
く
熱
心
な
雰
囲
気
が
盛
り
あ
が
っ
て

き
た
。
約
二
十
名
の
会
員
が
、
毎
月
二
・
三
田
園
に
集
ま
り
、
思
い
切
り
歌
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。
園
行
事
の
後
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で
、
全
園
児
を
前
に
公
演

(
0・
〉
す
る
と
き
は
、

一
生
懸
命
張
り
切
っ
て
、
中
に
は
多
少
あ
が
り
気
味
に
な
る
人
も
い
る
。

五
十
七
年
度
に
取
り
あ
げ
た
曲
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

花
の
ま
わ
り
で
、
野
ば
ら
、
さ
よ
う
な
ら
み
な
さ
ま
、

ぽ
、
ゆ
か
い
に
歩
け
ば
、
四
季
の
歌

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
、
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
、
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
、
赤
と
ん

手
作
り
絵

本

の

会

本
国
発
足
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
本
作
り
が
始
ま
り
、
年
毎
に
個
性
的
で
充
実
し
た
作
品
へ
と
発
展
し
た
。
そ

こ
で
、
年
に
一
度
は
製
本
し
よ
う
と
い
う
乙
と
に
な
り
、

五
十
二
年
か
ら
お
母
さ
ん
の
手
で
表
紙
を
作
り
麗
じ
る
乙
と

が
始
ま
っ
た
。

乙
れ
が
毎
年
作
品
展
に
展
示
さ
れ
る
う
ち
に
、

お
母
さ
ん
た
ち
が
魅
せ
ら
れ
、
自
分
た
ち
も
是
非
作
っ
て
み
た
い
と
の
要

望
が
高
ま
っ
て
こ
の
会
が
誕
生
し
た
。
十
数
名
の
会
員
が
月
一
回
程
度
集
ま
り
、
土
屋
主
任
の
指
導
の
下
に
お
互
の
企
画
に
対
し
て
忌
揮

の
な
い
意
見
を
戦
わ
し
、
厳
し
く
ま
た
楽
し
く
作
製
ハ
文
も
絵
も
自
分
で
)
す
る
の
で
あ
る
。
素
人
離
れ
の
し
た
見
事
な
作
品
も
多
く
、

村
橋
小
町
民
の
原
爆
を
テ

l
マ
に
し
た
創
作
絵
本
「
ア
サ
ガ
オ
」
が
、

五
十
七
年
東
京
の
「
ら
く
だ
出
版
社
」
か
ら
刊
行
市
販
さ
れ
た
。

園
の
作
品
展
の
と
き
、

一
部
屋
割
当
を
も
ら
っ
て
手
作
り
の
絵
本
を
展
示
す
る
乙
と
が
、
会
員
の
生
き
甲
斐
で
あ
る
。

手
芸
班

毎
年
幼
稚
園
の
作
品
展
で
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
見
て
い
る
中
に
、

お
母
さ
ん
の
聞
か
ら
、
自
分
た
ち
の
作
品
も
持
ち
寄

っ
て
展
示
し
よ
う
と
の
気
遣
が
起
っ
た
。
五
十
五
年
役
員
が
呼
び
か
け
て
み
る
と
、
絵
画
・
彫
刻
・
陶
芸
品
・
経
物
・
編

物
・
手
芸
品
等
々
、
な
か
な
か
見
事
な
作
品
が
出
品
さ
れ
た
。
乙
れ
に
刺
激
を
受
け
て
、
希
望
者
が
集
ま
っ
て
堪
能
な
お
母
さ
ん
か
ら
手

芸
の
指
導
を
受
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

乙
の
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
た
。
会
員
数
は
約
三
十
名
、
学
期
に
二
回
程
度
集
ま
っ
て
藤
細

工
・
紐
細
工
・
和
紙
の
小
箱
(
引
出
し
っ
き
)
粘
土
の
人
形
等
を
作
っ
た
。
今
年
(
五
十
七
年
〉
発
足
し
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
今
後
の

発
展
を
期
待
し
て
い
る
。



(五)

展

望

付
付
属
幼
稚
園
の
歩
み
で
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
わ
が
国
の
幼
児
教
育
界
は
、
園
児
急
減
と
い
う
大
変
な
事
態
を
迎
え
て
い
る
。
乙
れ

を
、
困
っ
た
時
代
に
な
っ
た
と
消
極
的
に
受
け
と
め
る
か
、
幼
児
教
育
界
の
質
の
向
上
を
は
か
る
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
と
〈
従
来
金
儲

け
主
義
的
経
営
の
閤
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
〉
積
極
的
に
受
け
と
め
る
か
に
よ
っ
て
、
今
後
の
展
望
対
応
が
異
っ
て
く
る
。
本
園
の
立
場
は

申
す
ま
で
も
な
く
後
者
で
あ
る
。
乙
の
機
会
に
、
も
う
一
度
原
点
に
返
り
志
を
新
に
し
て
、

① 

幼
児
教
育
の
理
想
的
あ
り
方
の
追
求

② 

保
護
者
・
社
会
の
正
し
い
要
求
に
即
応
す
る
努
力

③ 

愛
情
を
も
っ
て
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
大
切
に
伸
ば
す
実
践

武田学園の現況と展望

を
真
撃
に
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
小
人
数
を
収
容
し
て
、
徹
底
し
た
保
育
を
実
践
し
、
保
護
者
と
社
会
の
信

頼
を
よ
り
深
め
る
乙
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
教
師
の
精
進
・
研
修
・
教
育
力
の
向
上
が
、
第
二
に
菌
児
急
減
の
新

事
態
に
応
ず
る
経
営
態
勢
の
確
立
が
要
請
さ
れ
る
。

次
に
、
大
学
の
附
属
幼
稚
園
と
し
て
の
本
閣
の
使
命
を
考
え
て
み
る
と
、
左
記
の
三
点
で
あ
る
。

① 

充
実
し
た
保
育
実
践
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
十
分
伸
ば
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。
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② 

徹
底
し
た
教
育
実
習
生
の
指
導
を
行
い
、
優
秀
な
保
育
者
を
教
育
界
に
送
り
出
す
。

③ 

大
学
の
幼
児
教
育
学
科
と
一
体
と
な
っ
て
、
幼
児
教
育
の
実
践
的
研
究
を
す
す
め
斯
界
に
貢
献
す
る
。
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乙
の
三
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
望
を
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
①
項
に
つ
い
て
は
、

乙
れ
ま
で
の
若
手
中
心
の
教
員
組
織
(
園
長
主
任
を
除
け
ば
、
毎
年
度
切
め
の
平
均
教
職
経
験
年
数
三
年
未

満
、
甚
だ
し
い
年
は
平
均
一
年
、
次
で
平
均
一
、
二
年
〉
か
ら
す
れ
ば
、
良
く
努
力
し
て
い
さ
さ
か
の
成
果
を
あ
げ
、
保
護
者
の
信
頼
を

得
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
c

そ
の
一
端
は
、
教
育
の
特
色
に
記
載
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
も
わ
れ
わ
れ
の
目

指
す
理
想
か
ら
す
れ
ば
、
遠
く
及
ば
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
厳
し
い
研
鏑
精
進
を
続
け
、
教
育
力
の
向
上
と
実
践
成
果
の
集
積
・
活

用
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

ア

元
来
、
教
育
の
仕
事
に
は
「
乙
れ
で
よ
い
」
と
い
"
ス
コ
ー
ル
は
な
く
、
ま
た
手
軽
に
成
果
を
あ
げ
る
便
法
も
な
い
。
愛
と
熱
と
根

気
を
も
っ
て
、
励
ま
し
合
い
協
力
し
合
い
な
が
ら
進
む
無
限
向
上
の
厳
し
い
道
で
あ
る
乙
と
。

イ

仮
令
未
熟
な
教
師
集
団
で
あ
っ
て
も
、
絶
え
ず
努
力
し
常
に
進
歩
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
伸
び
る
も
の
で
あ
る
こ
と

〈
反
対
に
、
老
練
な
教
師
で
あ
っ
て
も
、
進
歩
が
止
ま
れ
ば
子
ど
も
の
伸
び
は
鈍
る
)
。

を
銘
記
す
る
乙
と
が
大
切
で
あ
る
。

使
命
の
②
項
に
つ
い
て
は
、
元
来
教
育
実
習
は
、
大
学
で
学
ん
だ
知
識
理
論
を
教
育
現
場
で
生
き
て
働
く
も
の
と
す
る
機
会
で
あ
る
。

教
職
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
体
得
し
、
教
師
と
し
て
必
要
な
実
践
的
知
識
技
術
を
修
得
し
、
子
ど
も
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を

深
め
、
教
育
に
対
す
る
意
欲
と
使
命
感
を
強
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

乙
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
実
習
期
間
と

経
験
豊
か
な
教
官
陣
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
。
現
状
は
、
両
者
と
も
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

一
生
懸
命
努
力
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
十

分
満
足
で
き
る
の
も
で
は
な
い
。
こ
れ
は
意
気
込
み
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
陸
路
が
あ
る
。
今
後
、
大
学
側
と

協
力
し
な
が
ら
、
広
い
立
場
に
立
っ
て
一
歩
一
歩
理
想
に
近
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

使
命
の
③
項
に
つ
い
て
は
、
園
側
の
体
制
が
未
だ
整
っ
て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
研
究
も
行
わ
れ
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
土
屋
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主
任
の
個
人
的
研
究
成
果
で
あ
っ
て
、
大
学
と
園
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
的
研
究
で
は
な
い
。
乙
の
問
題
は
、
理
屈
だ
け
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ま
ず
若
い
教
師
障
が
経
験
と
研
修
を
積
み
実
力
を
つ
け
て
、

ア

大
学
教
官
の
研
究
内
容
を
十
分
理
解
し
、
あ
る
意
味
で
共
同
作
業
が
で
き
る
ま
で
成
長
す
る
こ
と
。

イ

日
常
の
保
育
実
践
に
つ
い
て
、
精
神
的
に
も
時
間
的
に
も
、
あ
る
程
度
の
余
裕
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
乙
と
。

が
先
決
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
勤
務
年
数
三
・
四
年
で
次
々
退
職
し
て
新
任
者
を
採
用
し
た
従
来
の
人
事
構
成
で
は
問
題
に
な
ら
な

、ノ、
'hu--t 

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
困
難
点
が
あ
る
。
今
後
、
全
学
園
的
な
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
長
期
展
望
に
立
っ
て
、
少
し
づ
っ
条
件
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
本
園
は
、
現
在
の
幼
児
教
育
界
に
お
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
努
力
の
し
甲
斐
が
あ
る
。
課
題
が
多
い
こ
と
、
若
い

教
師
が
多
い
乙
と
は
、
同
時
に
活
力
の
源
泉
で
も
あ
る
。
い
か
な
る
場
合
も
現
状
に
満
足
す
る
乙
と
な
く
、
常
に
課
題
を
求
め
て
前
進
を

続
け
、
幼
児
教
育
並
び
に
幼
稚
園
の
理
想
の
姿
を
ど
こ
ま
で
も
追
求
す
る
限
り
、

そ
し
て
、
魂
の
乙
も
っ
た
心
の
通
う
教
育
の
実
践
と
、

保
護
者
子
ど
も
に
入
卒
園
し
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
幼
稚
園
の
実
現
と
い
う
理
想
を
、
ど
こ
ま
で
も
深
め
高
め
る
努

武田学園の現況と展望

力
を
継
続
す
る
限
り
、
将
来
の
展
望
は
洋
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

付

記

本
稿
の
枠
組
や
ぺ

I
ジ
の
配
分
に
は
、
問
題
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
担
当
者
は
、
限
ら
れ
た
紙
数
の
中
で
一
応
の
形
式
を
整
え
な
が

ら
も
、
附
属
幼
稚
園
発
足
後
十
年
余
の
期
間
本
圏
に
勤
務
し
た
教
職
員
は
、

「
ど
の
よ
う
な
考
え
方
・
理
念
を
も
っ
て
」
日
々
の
保
育
を

435 

行
い
園
の
運
営
に
当
っ
た
か
を
、

で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
す
る
乙
と
に
重
点
を
お
い
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
観
点
・
立
場
を

変
え
れ
ば
、
白
か
ら
異
っ
た
内
容
の
記
述
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

乙
の
乙
と
を
特
に
書
き
添
え
て
お
く
。

〈
文
責
・
佐
伯
茂
重
〉




